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ホオズキ 
ナス科   花言葉「偽り」 

地下茎及び根は酸漿根（サンショウコン）という生
薬名で呼ばれています。 

ナス科植物の例に漏れず、全草の微量のアルカ
ロイドが含まれており、特に酸漿根の部分には子
宮の緊縮作用があるヒストニンが含まれています。
平安時代より鎮静剤として利用されており、江戸
時代には堕胎剤として利用されていたそうです。 

ガガイモ科  

生薬名は球蘭（キュウ
ラン）。ホヤの一種でつ
る性の低木。花の色が
桜色で、葉が蘭に似て
いることからサクララン
という名前になったそう
です。 

花言葉は「人生の出発、
同感」。 

ゴマノハグサ科 

別名はキツネノテブク
ロ。強心配糖体のジ
ギトキシンが含まれて
いることで有名で、全
草に含まれるため観
賞用に栽培する際は
取扱いに注意が必要
です。花言葉は「熱愛、
不誠実」。 

キク科 
食用のゴボウの花です。 

薬草としては発汗利尿
作用のある根のほか、
解毒に種子を用いるそ
うです。ゴボウの根を
食べるのは日本と朝鮮
半島だけのようです。 

花言葉は「私に触れな
いで」。 

オシロイバナ科 

生薬名は紫茉莉根（シ
マツリコン）。写真の黒
いものが種子で、種子
を割ると白い粉状のも
のが出てくることからオ
シロイバナの名がつき
ました。 

花言葉は「臆病、あなた
を思う」。 

フウセンカズラ 
ムクロジ科   花言葉「あなたと飛びたい」 

つる性の多年草。花のあとに風船のような形
の果実ができ、インドやジャワ島では若葉や茎
を食用とされます。中国では全草を解毒・利尿
などに用いるそうです。家庭ではグリーンカー
テンとして用いられたりもしています。 

種子は黒でハート型の白い模様があり、ハート
カズラと呼ばれていることもあります。 


